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・このたびは、弊社商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け、原付免許、原付登録のまま一般公道を走行されると違反となり、運転者ご本人が罰せられる対象となります。一般公道を走行される場合は、小型２輪以上の免許
　を取得し、必ず市町村の役所もしくは市税事務所で原付２種への変更（注：登録手順は各市町村により異なり、当説明書が必要な場合があります。）を行い、道路運送車両法の保安基

　準を充たし、強制賠償保険等の排気量変更の申請を行って下さい。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。

◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎取り付けの際には、工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュアルは基本的な技能や知識を持った方を

　対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店へご依頼されることをお勧め致します。
◎ボルト、ナット、ノックピンは再使用しますが、摩耗、損傷が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎この取扱説明書に記載の作業はカブの車両を主体としております。

◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

：ＡＡ０１―１７００００１～

：ＡＡ０１―４０００００１～

スーパーカブ５０（ＦＩ）

リトルカブ（ＦＩ）

商品番号 ０１―０５―５０１３

使用燃料についてのご注意
ＳステージＫＩＴは、ノーマルに比べて高圧縮比となるように設定しておりますので、燃料は必ずハイオクタン価ガソリンを使用して下さい。レギュ
ラーガソリンを使用すると、異常燃焼を起こして本来の性能を発揮しない上に、ピストンが壊れて重大な故障を起こす可能性があります。ＫＩＴ取り
付け前に燃料タンクに残っていたガソリンにも注意して下さい。レギュラーガソリンが残っている場合は、必ずハイオクタン価ガソリンと入れ替えて
下さい。

スパークプラグについてのご注意

スパークプラグは必ずＣＲ８ＨＳＡ（ＮＧＫ）または、Ｕ２４ＦＳＲ－Ｕ（ＤＥＮＳＯ）に交換して下さい。

急発進・急加速についてのご注意

空ぶかし、急加速、急激なエンジンブレーキはエンジンに高負荷がかかります。最悪の場合はクランクシャフトが破損し、エンジンを壊してしまう恐
れがありますのでご注意下さい。

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）

 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）

 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。（部品の脱落の原因となります。）
　 ※シリンダーヘッドは、必ず指定トルクで増し締めを行って下さい。
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず新品部品と交換して下さい。

注意 この表示を無視した取り扱いをすると人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的傷害の発生が想定される内容を示しています。

 ・エンジンを始動させての点検は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を確実に安定させ、安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が回りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発等の危険性がある為、通気の良い場

　 所で作業を行って下さい。

この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。警告

おことわり

イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

Hyper S-Stage KIT（８８ｃｃ）取扱説明書

Ｆ．Ｉ． コントローラーについての注意

キット内のシリンダー、ピストン、カムシャフトのみで使用されますとエンジンが重大な故障を起こす可能性があります。必ずキット付属のＦ．Ｉ．コ
ントローラーをご使用下さい。

このキットはノーマルのシリンダーヘッドを使用し、８８ｃｃにボアアップ出来るキットです。
シリンダーはセラミックメッキシリンダーを採用。ピストンにはＭｏ（モリブデン）コートを

施しています。
また、オイル取り出しが可能なボスが付いており、シリンダーのオイルラインよりオイルの取り

出しが可能です。
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番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数 番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数
１ ピストン １ １３１０１―ＧＢＪ―Ｔ００ １ １０ フランジボルト　６×２５ １ ００―００―０１１５ ４
２ ピストンリング １ １３０１１―１８１―Ｔ１０ １ １１ スパークプラグ １ ＮＧＫ―ＣＲ８ＨＳＡ １
３ ピストンピン １ １３１１１―ＧＥＦ―Ｔ０１ １ １２ ドライブスプロケット（プレート付）１６Ｔ １ ０２―０５―０５１ １
４ ピストンピンサークリップ ２ ００―０１―０００３ ６ １３ ＦＩコントローラー（Ｓ―Ｓｔａｇｅ用） １ ０３―０５―００１９ １
５ シリンダーＡＳＳＹ． １ １２１００―ＧＢＪ―Ｔ００ １ １４ 原付２種マークセット １

５―Ａ オイルプラグボルト ２ ９０１４５―ＧＥＹ―Ｔ００ １ １５ エアフィルターＣＯＭＰ． １
５―Ｂ シーリングワッシャ　１０ｍｍ ２ ００―０７―００１０ １０ １６ フィルターパイプ １ ００－００－０２８０ １

６ シリンダーヘッドガスケット １ １７ クランプバンド １ ００－００－００１４ １
７ シリンダーガスケット １ １８ Ｌジョイント　１０ｍｍ １ ００－０３－０２０７ １
８ エキゾーストパイプガスケット １ ００―０１―００６４ ２ １９ ブレードホース　５０ｍｍ １
９ カムシャフト １ ０１―０８―０３３２ １ ２０ ホースクランプ　φ１３.１ ２

０１―１３―８００９ １set

００－００－００４９ １set

◎性能、デザイン、価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は、交換させて頂きます。正しい取り付けや、使用
　方法など守られていない場合は、この限りではありません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいますよう、お願い致します。

◇取り付けに使用する工具等

Lesson
◇ボルトとナットは反時計方向へ回すと緩み、時計方向へ回すと締まる。
◇ネジを締める場合は最初から工具を使用せず指で締まるところまで締めましょう。１～２回転でとまる場合は、ネジが斜めに入っている場合がありますので注意して下さい。
◇ネジを緩めるということは、締まっている状態から左へ３～４回転回すことをいい、取り外すということは左へネジが取れるまで回すことをいう。
◇ネジを締めるということは、ネジが緩まないようにする事を締めるといいます。その目安をボルトごとに折れない・緩まない数値で表したのが締め付けトルクです。この説明書ではＰ
　Ｌ法（製造物責任法）によりトルクを記載していますが、トルクレンチを用意することの出来ない人は折れない・緩まない力で締められるのであれば試してみて下さい。但し、弊社で
　は責任は負いません。トルクレンチが無くてもどれぐらいの力で締めると折れるのか・緩むのかは自分自身の経験と勘でしか補えません。
◇工具を正しく使用しない場合、ボルト・ネジ等のかかり部分が破損する場合があります。

◇キット内容

１ トルクレンチ １１ プラグレンチ（車載工具）
２ プラスチックハンマー １２ ラジオペンチ
３ カッターナイフ １３ シックネスゲージ
４ スパナ　　８―１０ １４ マイナスドライバー（極細先）
５ スパナ　１２―１４ １５ ジョイント（中）
６ スパナ　１４―１７ １６ ジョイント（小）
７ メガネレンチ　　８―１０ １７ ボックスレンチ　１４ｍｍ
８ メガネレンチ　１２―１４ １８ ボックスレンチ　１２ｍｍ
９ メガネレンチ　１４―１７ １９ ボックスレンチ　１０ｍｍ

１０ プラグレンチハンドル（車載工具） ２０ ラチェットレンチ

１２１１ １３

６ ７

０１―１３―８００９５

９１ ２

３
４ １０

０１―０２―０１２２

１４

８

００―０７―００７２

５―Ａ

５―Ｂ

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。予めご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

入

１５
１６

１８
２０

１７

１９

０３―０１―１１０７

入

Feb./18/’11   rev.Feb./16/’12
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◇フライホイールを固定しカムスプロケット６角　

　ボルト２個を反時計方向に回し取り外す。

　使用工具
　８ｍｍメガネレンチ

　１４ｍｍボックスレンチ＆中ロングジョイント　
　（フライホイール固定用）

◇カムスプロケットを小型のマイナスドライバー等

　でこじてカムシャフトから外す。
◇カムチェーンをカムスプロケットから外してカム

　スプロケットを取り出す。
◇カムシャフトの中心部にはまっているノックピン

　を外す。

７．シリンダーヘッドサイドボルト

　　を取り外す

◇シリンダーヘッドとシリンダーを止めているシ

　リンダーヘッドサイドボルトを反時計方向に回
　し取り外す。

　使用工具
　８ｍｍメガネレンチ

◇シリンダーのガイドローラーボルトとシリン

　ダーとクランクケース間のサイドボルトを反時
　計方向に回し緩める。

　使用工具
　８ｍｍスパナレンチ＆１０ｍｍメガネレンチ

８．プレートを取り外す

◇シリンダーヘッドカバーを止めているナット
　４個を対角に数回に分けて反時計方向へ回し取

　り外す。

◇シリンダーヘッドプレートを取り外す。
　使用工具

　１０ｍｍメガネレンチ

◇フライホイールのＴマークとカムスプロケットの

　Ｏマークを前方に向け、タイミングマークをシリ
　ンダーヘッド側面に合わせ、各切り欠きに合う様

　にフライホイールを反時計方向に回転させて合わ
　せる。

Ａ（１２ｍｍふくろナット）、Ｂ、Ｃ（１０ｍｍボ

ルト）を反時計回りに回して外し、ワッシャ等も
同時に取り外します。

左側も同様に外します。
使用工具

Ａ：１２ｍｍボックスレンチ

　　　　　　　　　　　　＆中ロングジョイント
Ｂ：１０ｍｍボックスレンチ

　　　　　　　　　　　　＆中ロングジョイント
Ｃ：１０ｍｍボックスレンチ

ＳＴＤ部品取り外し

１．インレットパイプを取り外す

◇シリンダーヘッドとインレットパイプを止めて
　いるボルト２本を反時計方向に回し取り外す。

　使用工具
　８ｍｍメガネレンチ

２．マフラーを取り外す

◇ＥＸパイプ部のナット２個を反時計方向に回し

　取り外す。
　使用工具

　１０ｍｍスパナレンチ

　リトルカブ

　１７ｍｍメガネレンチ

３．スパークプラグを取り外す

◇プラグキャップをプラグから引っ張って取り外

　す。必ずキャップ部分をつかんで引っ張って外す
　事。

◇車載工具のプラグレンチを使いプラグを反時計方
　向に回し取り外す。

４．シリンダーヘッド左カバーを取り
　　外す

◇シリンダーヘッドカバーの６角ボルトを外し、

　カバーを外す。
　使用工具

　１０ｍｍボックスレンチ

５．クランクケース左カバー取り外す

◇Ａ、Ｂの２つを反時計回りに回して外します。
　使用工具

　マイナスドライバー

６．カムスプロケットを取り外す

◇マフラーを外側に引く様にして車体から取り外す。

　このとき、リング状のマフラーガスケットを無く
　さないように注意する。

◇マフラー本体を止めている６角ボルトを反時計　
　方向に回し取り外す。

　使用工具

　１４ｍｍメガネレンチ

◇ホーンステーを取り外す。
　使用工具

　１０ｍｍメガネレンチ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ
Ｂ

ガイドローラーボルト

サイドボルト

◇Ｏ センサのカプラを取り外す。2

タイミング
　　マーク

カプラ
Ｏ センサ2

シリンダーヘッドプレート

Feb./18/’11
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９．シリンダーヘッドを取り外す

◇シリンダーを抜く途中でカムチェーンガイド　
　ローラーが出てくるので取り外す。

◇シリンダーヘッドをシリンダーから前方へ引っ

　張って取り外す。（かたい場合はシリンダーヘッ
　ドをプラスチックハンマーで軽くたたき、取り

　外す）
◇ノックピン２個は再使用するので取り外してお

　く。

１０．シリンダーを取り外す

◇緩めておいたガイドローラーボルトとシリン　

　ダーサイドボルトを反時計方向に回し取り外
　す。

◇シリンダーを引っ張って取り外す。（かたい場合

　はプラスチックハンマーでシリンダーを軽くた

　たき、取り外す）

１１．ピストンを取り外す

◇クランクケースのシリンダーホールとカムチェー

　ン部にゴミや部品などを絶対落とさないようにウ

　エスを詰め込む。

◇ピストンピンサークリップの片側を取り外す。

　ピストンピン穴の切り欠き部を利用してこじるよ
　うにすると外れます。

　使用工具
　先の細いマイナスドライバー

◇ピストンピンをピストンピンサークリップが付い

　ていない方向へ取り外す。ピストンピンサーク　
　リップの付いている方向からマイナスドライバー

　で押してあげると簡単にとれる。

◇ピストンを取り外す。

１２．シリンダーガスケット・ラバー
　　　パッキン・ノックピンを取り外
　　　す

ピストンピンサークリップ

◇油温センサのカプラを外し、油温センサを取り
　外す。

　使用工具
　１７ｍｍスパナレンチ

１．ピストンを組み付ける

◇ピストンの片側に付属のピストンピンサーク
　リップをサークリップ溝にきっちりはめ込む。

　この時、サークリップの合い口は切り欠き部を　

　避けて取り付ける。

Ｓ－ＳｔａｇｅＫＩＴ

取り付け

エキゾーストマーク

トップリング

エキスパンダー

セカンドリング

120°

サイドレール

120°

120°

60°60°

使用工具

先の細いマイナスドライバー

◇ピストンリング溝にエンジンオイルを塗りピスト

　ンリングをオイルリングエキスパンダー、下オイ

　ルリングサイドレール、上オイルリングサイド　
　レール、セカンドリング、トップリングの順に取

　り付ける。

◇ピストンリングの合い口を合わせる。

トップリングの上面にはＲの
刻印セカンドリングの上面に
はＲＮの刻印があります。

◇ドライバーでピストンにキズを付けないように　

　押し込むと比較的簡単に取り付けられます。
◇ピストンサークリップは左側を先にはめ込みま

　す。

トップリング

セカンドリング

サイドレール

エキスパンダー

断面に注意！!

ピストン

取り外し

　　方向

油温
センサ

カプラ

シリンダーガスケット

◇オイルリングエキスパンダーを入れる。

◇下オイルリングサイドレールを入れる。

◇上オイルリングサイドレールを入れる。

◇セカンドリングを入れる。

◇トップリングを入れる。

◇コンロッドのピストンピン部にオイルを塗る。

◇ピストンヘッド部矢印マークの先を下（エキ
　ゾースト側）になるようにしてピストンを取り

　付ける。

エキゾーストマーク

◇ガスケットがきれいにはがれない場合クランク　

　ケースにキズを入れないようにスクレイパーや　
　カッターできれいにはがす。この時クランク

　ケースセンターガスケットがシリンダーベース　
　面にはみ出ている場合は切り取っておく。

　クランクケース内にゴミや部品などを絶対落

　 とさないように。
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◇キット付属のフランジボルトＭ６×２５を取り付

　ける。
　（指で締まる程度まで仮止め）

３．カムシャフト交換

◇シリンダーヘッドに組み込まれているロッカー

　アームのタペットアジャスティングナットを緩
　め、タペットアジャスティングスクリューを反

　時計回りに回してタペットアジャスティング　
　ナットとタペットアジャスティングスクリュー

　を一緒に外す。
　使用工具

　９ｍｍメガネレンチ

◇シリンダーのガイドローラーボルト穴にガイド
　ローラーのセンターが合う様に押し込む。

◇ガイドローラーボルトを取り付ける。
　（指で締まる程度まで仮止め）

◇ノーマルのカムシャフトを外し、キット内の
　カムシャフトを取り外しと逆の手順で取り付け

　る。
　カムシャフト・カムシャフトベアリングにきれ

　いなエンジンオイルを塗布する。入りにくくて

　もハンマー等でたたかず手で入れる。

◇ノーマルカムに付いていたノックピンをキット

　のカムに取り付ける。

４．シリンダーヘッド取り付け

◇シリンダーヘッド面とシリンダー上面をシン　

　ナー等で脱脂する。

◇付属のピストンピンサークリップをサークリッ

　プ溝にきっちりはめ込む。

◇作業が完成すれば、詰めていたウエスを取り外

　す。

◇コンロッドとピストンにピストンピンを通す。

◇シリンダーガスケットを取り付ける。

２．シリンダーの取り付け
◇シリンダーガスケット面のシリンダー側とクラ

　ンクケース側をシンナー等で脱脂する。

◇ノックピンが付いているか確認する。

◇キットのシリンダー内にエンジンオイルを塗布し

　指で均等に塗り広げる。

◇シリンダーをピストンリングの合い口がずれない

　様にしながら指で押し少しずつはめる。

◇シリンダーを入れていく。

◇リングがシリンダーに入ったらカムチェーンを　

　シリンダーに通しシリンダーをクランクケースに

　はめる。

◇カムチェーンを引っ張りながらガイドローラーを
　付ける。

◇油温センサを取り付け、規定トルクで締め付ける。

　作業が完成すれば、カプラを取り付ける。
　使用工具

　１７ｍｍスパナレンチ

油温
センサ

カプラ

◇ストッパープレートを取り外す。

ストッパープレート

カムシャフトロッカーアーム

◇ドライバーでピストンにキズを付けないように

　押し込むと比較的簡単に取り付ける。

　サークリップの合い口は、切り欠き部を避けて
　取り付けてる。押し込み中にサークリップが外

　れて飛んでしまうことがあるので慎重に行う。

　目に入らぬように防護めがねなどを着用し

　 て下さい。

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１４．５Ｎ・ｍ（１．５ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　ストッパープレートボルト
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）
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◇シリンダーヘッドをカムチェーンとスタッドボ

　ルトを通しながら取り付ける。　

◇シリンダーヘッドプレートを組み付け、ヘッド
　ナットを均等に締め付ける。

　（トルクレンチがない場合は対角に少しずつしっ

　かり締める）
　使用工具

　１０ｍｍメガネレンチ

◇ヘッドサイドボルトを取り付ける。先に仮止め

　していたガイドローラーボルトとシリンダーサ

　イドボルトを締め付ける。
　使用工具

　　８ｍｍスパナレンチ
　１０ｍｍメガネレンチ

◇シリンダーにノックピンを取り付けヘッドガス

　ケットを取り付ける。

５．カムスプロケットの取り付け

◇フライホイールのＴマークをクランクケースの　
　切り欠き部に合わす。
◇カムスプロケットボルト穴をシリンダーヘッドの
　切り欠き方向に向けたときカム山がピストン側を
　向く様にカムシャフトをセットする。それがカム
　シャフトの圧縮上死点です。

◇チェンジペダルシャフトの横にある６角ボルトを
　取り外す。（カムチェーンテンショナーが緩むので
　カムチェーンをはめ易くなります。

◇カムスプロケットの‘Ｏ’マークを前方方向に向
　け、タイミングマークをシリンダーヘッド側面に
　合わせ、各切り欠き部が合う様にカムチェーンを
　かけ、カムシャフトに取り付ける。

◇フライホイールを固定してカムスプロケットボル
　トを２本締め付ける。
　使用工具
　８ｍｍメガネレンチ
　１４ｍｍボックスレンチ＆中ロングジョイント

◇チェンジペダルシャフトの横に先程外したボルト
　を取り付け、締め付ける。
　使用工具
　１０ｍｍボックスレンチ＆中ロングジョイント
　１０ｍｍスパナレンチ

６．バルブタイミング調整とタペッ　

　ト隙間の調整

◇カムシャフトのＯマークを前方に向け、タイミン
　グマークをシリンダーヘッド側面に合わせ、各切
　り欠きに合う様にして止める。磁石の反発でフラ
　イホイールはピッタリと止まらないがカムスプロ
　ケットとフライホイールが同時に合えばＯＫ。

◇ロッカーアームのタペットアジャスティングスク
　リューを締め込んでいきタペットアジャスティン
　グスクリューとバルブステムエンドの間にシック
　ネスゲージを入れて少し抵抗があるくらいで引き
　抜ける様に合わせてタペットアジャスティング　
　ナットを締め付ける。
　ＩＮ側 ０．１０ｍｍ
　ＥＸ側 ０．１２ｍｍ
　使用工具
　ラジオペンチ、９ｍｍメガネレンチ
　シックネスゲージ
　１４ｍｍボックスレンチ＆中ロングジョイントで
　クランクを合わせる。
◇タペット調整後、反時計方向にフライホイールを
　２回転で回した後でＴマークとＯマークタイミン
　グマークを合わせる。
◇タペットすき間が変化していないか点検し、すき
　間が合っていればＯＫ、くるっている場合は調整
　する。この作業を合うまで繰り返して下さい。

ガイドローラーボルト

サイドボルト

タイミング
　　マーク

７．シリンダーヘッドカバー取り
　　付け

９．ノーマルマフラーの取り付け

◇プラグキャップをプラグに取り付ける。

◇車載工具かプラグレンチを使いプラグを取り付
　ける。
　使用工具　プラグレンチ

８．スパークプラグの取り付け

◇マフラーをブレーキペダルとステップの間に通
　し、フランジ部をシリンダーヘッドの排気出口
　付近まで持っていく。
◇マフラーガスケットをシリンダーヘッドとマフ
　ラーの間に挟み込む様に入れる。マフラー本体
　をピボットシャフトに取り付ける。マフラー本
　体を止めるナットを締める。（指で締まる程度に
　仮止め）

◇ＥＸパイプ部のナット２個を締める。（仮止め）
　使用工具　１０ｍｍスパナレンチ

◇シリンダーヘッドカバーとガスケットを取り付
　ける。

少しオイルが出てきますので締めた後は拭き取っ

て下さい。

シリンダーヘッドプレート

◇Ｏ センサのカプラを取り付ける。2

タイミング
　　マーク

バルブクリアランス
（インテーク側）

バルブクリアランス
（エキゾースト側）

アジャストスクリュー

カプラ
Ｏ センサ2

シックネスゲージ

バルブステム

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１４Ｎ・ｍ（１．４ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　ガイドローラーボルト
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　サイドボルト上下
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝９Ｎ・ｍ（０．９ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１６Ｎ・ｍ（１．６ｋｇｆ・ｍ）
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◇フランジ部と車体を止めるナットを締め付ける。

　使用工具
　１４ｍｍメガネレンチ

　リトルカブ　１７ｍｍメガネレンチ

１０．インレットパイプの取り付け

◇シリンダーヘッドとインレットパイプを止めて

　いるボルト２本を取り付ける。
　使用工具　８ｍｍメガネレンチ

◇クランクケース左カバーを止めているボルト
　３本を取り付ける。
　使用工具
　８ｍｍボックスレンチ＆ショートジョイント

１１．ホールキャップの取り付け

◇Ａ、Ｂの２つを取り付け、締め付けます。
　使用工具
　マイナスドライバー

◇ホーンステーを取り付ける。
　使用工具　１０ｍｍメガネレンチ

１４．レッグシールドの取り付け

◇レッグシールドの後部からフレームに当て、そ
　れから前部をはめていく。

Ａ部に１２ｍｍのふくろナットをレッグシールド
との間にプレートを挟んで締め付る。Ｂ部に１０

ｍｍの長ボルトをレッグシールドの裏にスペー

サーを挟んで締め付ける。Ｃ部に１０ｍｍのボル
トをワッシャを挟んで締め付ける。左側も同様に

取り付ける。
使用工具

Ａ：１２ｍｍボックスレンチ＆

　　　　　　　　　　　　　中ロングジョイント
Ｂ：１０ｍｍボックスレンチ＆

　　　　　　　　　　　　　中ロングジョイント
Ｃ：１０ｍｍボックスレンチ

Ａ

Ｃ

Ｂ

１３．ＦＩコントローラーの取り付け

◇ＦＩコントローラーの取り付け要領に従い、
　コントローラーを取り付ける。

１２．ドライブ（エンジン側）
　　　スプロケットの取り付け

◇ドライブチェーンのクリップを取り外す。

◇ボルト２本を取り外す。

　使用工具

　ボックスレンチ　１０ｍｍ
　ショートジョイント

　※作業の際は必ずエンジンを停止すること。

◇リンクプレートとマスターリンクを取り外し、
　ドライブチェーンを取り外す。

マスターリンク

リンクプレート

◇プレートを取り外す。

◇ノーマルのスプロケットをシャフトから抜き、

　チェーンを取り外す。

◇キットのスプロケットをシャフトに差し込む。

◇キットのプレートを取り付け、ボルト２本を仮止

　めする。
◇リアアクスルナット、チェーンアジャスターの　

　ナットを緩めておく。　

◇マスターリンクを内側から取り付けてドライブ　
　チェーンを接続し、リンクプレートを取り付ける。

◇クリップを取り付けます。

　※この時、クリップの合い口は進行方向に対して
　　逆に向けること。

◇仮止めしていたドライブスプロケットのボルトを

　本締めする。

　取り外したドライブスプロケットカバー、チェー
　ンカバー、ステップを取り付ける。

　使用工具
　ボックスレンチ　１０ｍｍ

　ショートジョイント

◇ドライブチェーンの調整を行う。

クリップ

クリップ

進行方向

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

◇ドライブスプロケットカバー、チェーンカバー、

　ステップを取り外す。

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　フランジ部

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
　本体部

　Ｔ＝３６Ｎ・ｍ（３．５ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ａ：Ｔ＝１．５Ｎ・ｍ
　　　　　　　　（０．１５ｋｇｆ・ｍ）

　Ｂ：Ｔ＝３Ｎ・ｍ（０．３ｋｇｆ・ｍ）

◇仮止めの三カ所を締め付ける。

◇チェンジペダルを取り付ける。

　使用工具　１０ｍｍメガネレンチ

◇エンジンやマフラー、インレットパイプ等、今ま
　で付けたボルト類に緩みが無いか確認する。

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ａ　　：Ｔ＝２０Ｎ・ｍ

　　　　　　　　　　（２．０ｋｇｆ・ｍ）
　Ｂ、Ｃ：Ｔ＝１０Ｎ・ｍ

　　　　　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）
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１ お願い
◇一般公道を走行される場合は小型２輪以上の免許を取得し、市町村の役所もしくは市税事務所で原付２種への変更（注：登録手順は各市町村により異なる恐れがあります）を行い、
　道路運送車両法の保安基準を充たし、強制賠償保険及び任意保険の排気量変更の申請を行って下さい。
　※原付免許、原付登録のまま一般公道を走行されると違反となり運転者ご本人が罰せられる対象となります。
◇キット内の原付２種マークをお貼り下さい。

２　使用燃料について
◇燃料は必ずハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
◇燃料タンクにレギュラーガソリンが残っている場合は、必ずハイオクタン価ガソリンと入れ替えて下さい。

３　取り付け必要品として
◇本キットを取り付け走行する際には以下の部品が取り付け必要です。取り付けていない場合、保証の対象にはなりません。

３―１　オイルポンプ
出力アップに伴い、エンジン発熱量も増大します。大量のオイルを循環し各部の冷却や負担を軽減するスーパーオイルポンプの装着は必要です。
必須スーパーオイルポンプ
　品番：０１―１６―００５１

●ご走行前に

３―２　クラッチ
ノーマルクラッチでは十分な対応が出来ず、滑りが生じエンジン出力をドライブ側に十分伝えることが出来ません。強化クラッチの装着は必要となります。
　品番：０２―０１―０２１５　強化遠心クラッチキット

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 　http://www.takegawa.co.jp
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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

ＦＩコントローラー　取扱説明書
（Ｍｏｎｋｅｙ（ＦＩ）・スーパーカブ（ＦＩ）・リトルカブ（ＦＩ）用）

○純正ＥＣＵの配線に割り込ませる事で、純正の扱い易さを生かしたままで、燃料噴射量を増量させる事の出来るサブコンピューターです。
○ＦＩ車に当社製Ｓ－Ｓｔａｇｅを組み付けると、排気量アップに伴い燃調が狂いますが、本キットを取り付ける事で、純正コンピューターから出
　力される信号を元に、ＦＩコントローラー内部の１６Ｂｉｔマイクロコンピューターが、取り付け車のエンジン状況を判断してリアルタイムに演
　算処理し、当社製Ｓ－Ｓｔａｇｅに合わせて燃料増量補正し燃調を最適化します。
○給排気系の変更にも対応出来るように、ロータリースイッチで１５段階に燃料増量を調整する事が可能です。
○純正コンピューターの最大噴射量以上の燃料噴射を可能としています。

～特　徴～

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎補修部品に付きましては商品番号及び図中の番号にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎本製品は純正ＥＣＵの噴射回路に割り込ませて噴射時間を延長する商品です。
　構造上、万一のトラブル時（本製品の故障や配線の不具合）には、燃料噴射がストップしてしまう可能性があります。
◎回転リミッターを解除する機能はありません。
◎本製品に入っている燃料噴射増量データは、当社の商品を取り付けた当社車両でテストした結果を元に作成したデータです。当社テスト車両と違
　う改造をしている場合や、他社製部品を併用している場合等には、本製品では良好なセッティングが出せない可能性があります。
　また、当社製品を使用していても、各部品の個体差、外的要因（気温や標高及びライダーの体格等）で、当社の意図するセッティングが出ない可
　能性もあります。
◎本製品は、当社製Ｓ－Ｓｔａｇｅを装着した場合に、簡易的に燃料噴射量を増量する事で一般的な走行を可能にする為のサブコンピューターです。
　あくまでサブコンピューターですので、全てのエンジン仕様において、必ずしも完全なセッティングが出せる事を保障する物ではありません。　
　また、エンジンの故障に関して保証するものでもありません。
◎お客様のご使用になられる車両で、セッティングが合っているかを必ず確認の上で走行して下さい。
　以上の事を予めご理解頂いた上でご使用下さい。

☆ご使用にあたっての注意点☆
◎併用出来ない部品について。
　社外品のＨ．Ｉ．Ｄ．キットはバラスト／インバーター（電圧変換装置）からデジタル回路に悪影響を与える高電圧ノイズが出る場合がほとんどで、
　故障や動作不良の原因となりますので使用しないで下さい。
　社外品の点火装置（イグニッションコイルやプラグコード）は点火電圧のアップに伴う、放射ノイズの増大により誤動作や製品故障の原因となり
　ますので使用しないで下さい。
　社外品の発電装置は充電力の不足により、バッテリー電圧の低下、制御電圧の不具合により故障の原因となりますので使用しないで下さい。
◎本製品は防水・防滴構造ではありません。
　本製品は防水・防滴構造ではありませんので、雨や水がかかると、本体内に水が浸入し故障する可能性があります。
　洗車時も同様にご注意下さい。本体に水が入ってしまった場合は直ちに使用を止めて下さい。
　また、付属のスイッチ部分が透明のパネルを使用する際、湿度が高い時や急激な温度変化があった場合などに、本体が湿気を吸い込み、パネルの
　透明部分に曇りが発生する事があります。
◎本製品のボディーは樹脂製です。
　劣化を防ぐ為に長期、野外にバイクを置く場合はカバー等をかけて下さい。炎天下の中など過酷な条件下で長期放置しますと、樹脂やゴム製部品
　の劣化や変形が考えられます。
◎絶対に分解しないで下さい。
　大変危険ですので分解や改造を行わないで下さい。また、お客様で分解された場合、点検や修理をお受けする事が出来なくなりますのでご注意下
　さい。
◎激しい衝撃を与えないで下さい。
　オフロード走行やジャンプなど、本商品に強い衝撃が伝わる事は行わないで下さい。
　衝撃により内部部品の脱落や断線による修理不能な故障や、本体ケース破損の恐れがあります。
◎お手入れについて
　頑固な汚れがある場合は水に少量の中性洗剤を溶かし、ゆっくり丁寧に汚れを落として下さい。
　揮発性のあるもの（シンナー・アルコールなど）やコンパウンドで使用すると、樹脂部分の変質の恐れや、パネルが曇ってしまいますのでご注意
　下さい。

商品番号：０３－０５－００１９
適応車種及びフレーム番号
Ｍｏｎｋｅｙ（ＦＩ）　ＡＢ２７－１９００００１～
スーパーカブ（ＦＩ）　ＡＡ０１－１７００００１～
リトルカブ（ＦＩ）　　ＡＡ０１－４０００００１～

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。
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◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は、交換させて
　頂きます。ただし交換工賃等の一切の費用は対象となりません。正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。
　なお、レース等でご使用の場合は、いかなる場合もクレームは一切お受け出来ません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

～商　品　内　容～

※２．ＦＩコントローラーパネル（スイッチ部　穴開き）は、１．ＦＩコントローラー

　Ａｓｓｙ．に出荷時貼り付け済みです。
　リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない
　場合もあります。あらかじめご了承下さい。尚、単品出荷出来ない部品もありますの　
　で、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

～各　部　名　称～

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 この表示を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

ＦＩコントローラー本体

ロータリースイッチ
赤色ＬＥＤ

緑色ＬＥＤ

ＦＩコントローラー本体ハーネス

１、２

４３

５

９

７

８

６

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 この表示を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ ＦＩコントローラーＡｓｓｙ. １
２ ＦＩコントローラーパネル（スイッチ部　穴開き） １※
３ ＦＩコントローラーパネル（スイッチ部　透明） １
４ ラバーキャップ １ ００―０５―００４５ １
５ サブハーネス―１ＣＯＭＰ． １ ００―０５―００４１ １
６ サブハーネス―２ＣＯＭＰ． １ ００―０５―００４２ １
７ アースコード １ ００―０５―００４３ １
８ マジックテープセット １ ００―００―０１５０ １
９ タイラップ　１５０ｍｍ ３ ００―００―０１３５ １０

００―０５―００４４ １

入
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本商品は、純正のＰＧＭ－ＦＩシステムが問題なく作動している事を前提
として開発されています。

ＰＧＭ－ＦＩシステム自体にトラブルや不調がある場合は、本商品を取り
付けても正しく作動しなかったり、性能が発揮できないばかりでなく、本
商品をはじめ他の箇所が故障する原因にもなりかねませんので、必ずＰＧ
Ｍ－ＦＩシステムにトラブルが無い事をご確認頂いた上で、取り付け・使
用して下さい。

また、作業は水平で安全な場所でメンテナンススタンド等を用いて、車両
をしっかりと安定させてから開始して下さい。

～取　り　付　け　要　領～
●はじめに

１．純正サービスマニュアルを参照し、左サイドカバーを取り外します。
２．純正サービスマニュアルを参照し、下記作業を行います。
　　左サイドカバーとシートを取り外します。

■Ｍｏｎｋｅｙ（ＦＩ）への取り付け

サイドカバー

スクリュー突起部

グロメット

ボルト

ナット

シート

フック部

３．フューエルタンク下のフレームにアースコードを取り付けする為、　　
　　フューエルポンプの後端を固定しているマウントボルトを取り外しま
　　す。
　　フレームと同じくらいの高さの作業台を用意するなどすれば、フュー
　　エルタンクを外さずに取付け作業を行う事が出来ますが、フューエル

　　タンクを外して作業する場合はサービスマニュアルを参照し、フュー
　　エルラインに掛かっている燃料圧力を抜いてから取り外して下さい。

フューエルタンク マウントボルト

カラー

ラバー

コネクター

ホースクランプ等

フューエルホース（低圧）

べーパリターンホース

　　警告：ガソリンは非常に引火しやすい為、一切の火気を避け、燃えや
　　　　　すい物が回りに無い事を確認して下さい。
　　　　　又、気化したガソリンの滞留は、爆発等の危険性がある為、通

　　　　　気の良い場所で作業を行って下さい。
　　注意：フューエルタンクを外さずに作業する場合、フューエルホース
　　　　　に無理な力が掛からないように作業を行って下さい。

４．純正ハーネスのアース端子が、フレームの１箇所に集合して接続され

　　ている部分（フューエルタンク下側）に、キット付属のアースコード
　　を共締めし、コードをインジェクタ近傍までメインハーネスと共に這
　　わせておきます。

５．インジェクタに接続されている純正ハーネスの２Ｐカプラの接続を外
　　しておきます。

６．●ＦＩコンの配線接続へ進んで下さい。

１．純正サービスマニュアルを参照し、レッグシールドを取り外します。

■ＦＩ－カブ／ＦＩ－リトルカブへの取り付け

レッグシールド

ボルト、ワッシャ

ボルト、フック

ナット、ワッシャ

セットプレート

セットプレート

前方
セットボルト、

ワッシャ

２．キット付属のアースコードを確実にアースの取れる場所に共締めし、　
　　コードをインジェクタ近傍まで這わせておきます。
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３．スロットルボディに取り付けられているスロットルドラム
　　カバーの固定スクリュー２本を取り外し、カバーを取り外
　　します。

４．ゴム製のカプラカバーを外し、インジェクタに接続されて
　　いる純正ハーネスの２Ｐカプラを取り外します。

　　ｂ．細い針状の物等を用いて、純正カプラ内部のターミナ
　　　　ルを固定しているツメを少しだけ起こしながら、カプ
　　　　ラからコードを１本ずつ引抜きます。
　　　　この時、コード側のリテーナとラバーシールは外す必
　　　　要はありません。

　　ｃ．車体側カプラのコードをキット付属のサブハーネス－１ＣＯＭＰ．とコード
　　　　の色が同じ位置になるようにカプラへコードを挿し込み、リテーナーを元通
　　　　り押し込みます。

１．下図表を参照し、ＦＩコントローラーとサブハーネスのギボシ端子を接続します。

●ＦＩコントローラーの配線接続

２．インジェクタに、サブハーネス－１ＣＯＭＰ．のカプラーを接続し、純正ハーネス

　　の２Ｐカプラに、サブハーネス－２ＣＯＭＰ．のカプラを接続します。

スクリュー

ドラムカバー

カプラカバー コネクタ

２Ｐカプラ

　　注意：ターミナルの上下向きを間違えると、カプラーにターミナルが入って行き
　　　　　ません。上下向きを間違えない様に挿し込んで下さい。

６．●ＦＩコントローラーの配線接続へ進んで下さい。

３．ＦＩコントローラーのハーネスを車両ハーネスと共に這わせて、適宜キット付属

　　のタイラップで固定し、サイドカバー内やシート下等雨や水が直接掛からない場
　　所にＦＩコントローラー本体を設置します。
　　設置する際、キット付属のマジックテープをご使用下さい。
４．接続した配線が間違っていないか再度確認して下さい。
５．ＦＩコントローラー本体のスイッチ開口部を目視しながら、イグニッションス　
　　イッチをＯＮにします。
　　スイッチをＯＮにすると、スイッチ開口部にある緑色のＬＥＤと赤色のＬＥＤが
　　点灯し、赤色のＬＥＤは約１秒程で消灯する事を確認して下さい。

　　注意：当社では出荷前に全数電源投入検査をしておりますので、上記の様にＬＥ
　　　　　Ｄが点灯しない場合は配線間違いが考えられます。すぐにイグニッション
　　　　　スイッチをＯＦＦにして、配線の接続に間違いが無いか確認して下さい。

ＦＩコントローラーの配 接続する配
緑（メスギボシ端子） 何も接続しません
緑（オスギボシ端子） アースコード
茶（オスギボシ端子） サブハーネス－１ＣＯＭＰ．桃／緑（メスギボシ端子）
赤（メスギボシ端子） サブハーネス－１ＣＯＭＰ．黒／青（オスギボシ端子）
茶（メスギボシ端子） サブハーネス－２ＣＯＭＰ．桃／緑（オスギボシ端子）
赤（オスギボシ端子） サブハーネス－２ＣＯＭＰ．黒／青（メスギボシ端子）
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サブハーネス―２ＣＯＭＰ．サブハーネス―１ＣＯＭＰ．

アースコード

使用しません

車両ハーネスへ
フューエルインジェクタへ

緑

黒

桃/緑桃/緑

黒/青 黒/青赤

茶 茶

５．取り外した純正ハーネス２Ｐカプラから出ているコード色
　　を確認します。
　　キット付属のサブハーネス－１ＣＯＭＰ．とコードの色が逆
　　になっている場合は、下記手順に従ってコードの入れ替え
　　作業を行って下さい。
　　注意：コードの色が逆になったままではＦＩコンに電源が
　　　　　入りませんので、エンジンは始動しません。

　◆ＦＩカブ　車体側２Ｐカプラのコード入れ替え手順
　　ａ．小型のマイナスドライバー等を用いて、純正カプラか
　　　　らリテーナー（グレーのプラスチック部品）を取り外
　　　　します。
　　　　注意：コード入れ替えは車体側ハーネスです。
　　　　　　　サブハーネス－１ＣＯＭＰ．ではありません。

桃／緑

黒／青



CO
PY

-5- May./28/’10

●ラバーキャップとパネルについて

　・ＦＩコントローラーのセッティングを行う際に、ロータリースイッチ
　　を回す時のみラバーキャップを取り外して下さい。
　　注意：ラバーキャップ無しで走行すると、埃や水などが浸入しＦＩコ
　　　　　ントローラー本体が故障する原因となります。
　　　　　走行時は必ずラバーキャップを取り付けるか、後述のパネルを
　　　　　取り付けて走行して下さい。
　・セッティングの必要が無くなれば、ＦＩコントローラー本体に出荷時
　　に貼り付けてあるスイッチ部分が開いているパネルを剥がし、キット

　　付属のスイッチ部分が透明の物に張り替えて頂く事で、防塵・防滴性
　　能が向上し、無用のトラブルを防ぐ効果があります。
　　注意：パネルを貼り付ける際は、ＦＩコントローラー本体上面の８角
　　　　　の凹面内に、正確に貼り付けて下さい。
　　　　　凹面からずれて淵部分にパネルが乗り上げてしまうと、隙間か
　　　　　ら埃や水などが浸入し、ＦＩコントローラー本体が故障する原
　　　　　因となります。

●ＦＩコントローラー の使用方法・セッティングについて

２．スイッチは、矢印形状になっている部分が指す数値もしくは文字が設
　　定値となり、“０"の時はほぼ純正ＥＣＵと同じ噴射量（増量の無い状
　　態）となります。“１" から順に“Ｆ" まで時計回りに回す程、燃料噴
　　射量が純正ＥＣＵより多くなります。

３．調整は無段階ではなく、０を含めた１６段階調整です。必ずクリック
　　感のある位置にして下さい。クリック感の無い中間位置等では正しく
　　動作しません。
４．緑色のＬＥＤは、ＦＩコントローラー本体に電源が入っている事を示
　　します。
　　通常イグニッションスイッチがＯＮで、ＦＩコントローラーが正常に
　　動作していれば、緑色のＬＥＤが点灯します。
５．赤色のＬＥＤは、イグニッションスイッチがＯＮになった際に、自己

　　診断プログラムが作動し１秒間程点灯します。
　　この時に赤色ＬＥＤが全く点灯しなかったり、点灯したままになる場
　　合は、一旦イグニッションスイッチをＯＦＦにし、１０秒程度待って
　　から再度イグニッションスイッチをＯＮにして下さい。
６．また赤色のＬＥＤは、エンジン回転時フューエルインジェクタに無理
　　の掛かる状態になった場合にも、警告灯として点灯するようになって
　　います。
　　例えば、エンジン冷間時においてスロットルを急開したりすると、も
　　ともと長めの燃料噴射時間をＦＩコントローラーによりさらに延長す

　　る為、フューエルインジェクタが噴射したままの状態に陥る場合があ
　　ります。
　　この様な状態は、フューエルインジェクタ故障の原因となりますので、
　　警告として赤色ＬＥＤがしばらく点灯します。
　　エンジン回転中にはなるべく点灯しないように注意し走行して下さい。

●車種・仕様別参考セッティング表

・下記セッティング表は全て、当社製Ｓ－Ｓｔａｇｅキット及びハイパー
　カムシャフトの装着が前提です。
・あくまで参考セッティングですので、外気温や標高、ライダーの体重な
　どの外的要因により、ベストセッティングではない場合がありますので、

　予めご了承下さい。

■Ｍｏｎｋｅｙ（ＦＩ）

■カブ（ＦＩ）／リトルカブ（ＦＩ）

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９

お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　 ０７２１―２５―８８５７
URL http://www.takegawa.co.jp

６．取り外した外装品を、逆手順で元通り取り付けます。
　　注意：この時、ＦＩコントローラーのハーネスを挟みこんだりしない
　　　　　様に注意して下さい。
７．ご使用になられる車両の仕様にあわせて、本取扱説明書末尾の仕様別

　　参考セッティングの表を参照し、目安となるセッティングデータに
　　ＦＩコントローラー本体のスイッチを合わせてから、キット付属の
　　ラバーキャップをスイッチ部分の開口部に嵌め込みます。
　　注意：ラバーキャップは確実に取り付けて下さい。取り付け時に、ラ
　　　　　バーがスイッチに乗り上げたりすると、ラバーキャップとＦＩ
　　　　　コントローラー本体パネル面に隙間が生じ、ラバーキャップの
　　　　　脱落や、隙間から埃や水などが浸入し、ＦＩコントローラー本
　　　　　体が故障する原因となりますの原因となります。

１．ＦＩコントローラーのセッティングは、本体のロータリースイッチ中
　　央の黄色い部分を回転させる事で行います。
　　スイッチを回す時は、先の細いマイナスドライバー等で、溝を潰さな
　　い様に注意して回して下さい。
　　尚、セッティングの変更はエンジンがアイドリング中でも行う事が可
　　能です。
　　警告：走行しながらのセッティング変更は、重大な事故の原因となり
　　　　　ますので、絶対に行わないで下さい。

エンジン仕様 設定
純正エアクリーナーボックス　＋　ノーマルマフラー ８
純正エアクリーナーボックス　＋　当社製　Ｚスタイルマフラー ９
純正エアクリーナーボックス　＋　当社製　ベーシックマフラー ８
当社製エアフィルターキット　＋　ノーマルマフラー ７
当社製エアフィルターキット　＋　当社製　Ｚスタイルマフラー Ｂ
当社製エアフィルターキット　＋　当社製　ベーシックマフラー Ｂ

エンジン仕様 設定
純正エアクリーナーボックス　＋　ノーマルマフラー ７
純正エアクリーナーボックス　＋　当社製　ボンバーマフラー Ｃ
当社製エアフィルターキット　＋　ノーマルマフラー ９
当社製エアフィルターキット　＋　当社製　ボンバーマフラー Ｆ
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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、スーパーカブ・リトルカブのＦＩ車専用です。
　スーパーカブ・リトルカブでもキャブレター車や、他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎ブローバイガス還元タイプの為、エンジンオイルなどによりフィルターが目詰まりし易いので、約１０００ｋｍ走行毎に点検を行い、目詰まりし
　た場合はフィルターを交換して下さい。
　そのまま使用された場合、性能低下につながりますのでご注意下さい。

◎補修部品に付きましてはリペア品番にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

商品番号：０３－０１－１１０７
適応車種及びフレーム番号

ＨＯＮＤＡ
　スーパーカブ（ＦＩ）　

　リトルカブ（ＦＩ）　

：ＡＡ０１－１７００００１～

：ＡＡ０１－４０００００１～

○スーパーカブ・リトルカブのＦＩ車専用に設計された形状により、純正スロットルボディにジャストフィットします。

～特　徴～

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
 ・このフィルターを取り付けての雨天走行は出来ません。（エンジン不調やトラブルの原因となります。）

注意 この内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・エンジンを始動させての点検は、必ず換気の良い場所で行ってください。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 この内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象
　となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

スーパーカブ・リトルカブ（ＦＩ）
純正スロットルボディ用　エアフィルターキット　取扱説明書
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～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、　

　受注出来ない場合もあります。あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にて　
　ご注文下さいます様お願い致します。

１．水平で安全な場所で、センタースタンドやメンテナンススタンド等
　　を用いて車両を安定させます。
２．スクリュー・ナット類を取り外し、レッグシールドを取り外します。

●純正エアクリーナーケースの取り外し

３．スロットルケーブルをエアダクトの溝から取り外します。

４．クランクケースブリーザーホースの接続を外します。
５．スロットルボディ側のバンドスクリューを緩め、エアクリーナー　
　　ケースをフレームに固定しているボルト２本を取外し、エアクリー
　　ナーケースを車両から取り外します。

番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ エアフィルターＣｏｍｐ． １
２ フィルターパイプ １ ００－００－０２８０ １
３ クランプバンド １ ００－００－００１４ １
４ Ｌジョイント　１０ｍｍ １ ００－０３－０２０７ １
５ ブレードホース　５０ｍｍ １
６ ホースクランプ　φ１３.１ ２

００－００－００４９ １set

入

ボルト、フック
ボルト、ワッシャ

ナット、ワッシャ

レッグシールド

セットプレート

セットプレート

セットボルト、
ワッシャ

ボルト

溝

ケーブル

バンドスクリュー

ボルト

ホース

１ ２

４ ６

３

５
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●エアフィルターの取り付け

７．レッグシールドを取り外した逆手順で元通り組み付けます。

１．ご使用になる車両が、ノーマルエンジン（排気量が５０ｃｃ）の場

　　合は、必ずエアフィルターＣｏｍｐ．内にキット付属のフィルターパ
　　イプを下図の様に入れて下さい。
　　Ｓ－Ｓｔａｇｅ組み込み済み車両の場合は、フィルターパイプの取
　　り付けは不要です。
　　注意：ノーマルエンジンの場合は必ずフィルターパイプを取り付け
　　　　　て下さい。フィルターパイプ無しで取り付けられますと、エ
　　　　　ンジンに対して吸気効率が向上しすぎる為、空燃比が薄くな
　　　　　りすぎ、エンジンに損傷を及ぼす可能性があります。

２．エアフィルターＣｏｍｐ．のラバーにクランプバンドを通してから、
　　純正スロットルボディに取り付けます。
　　この時、フィルターキャップのＴＡＫＥＧＡＷＡロゴが水平になる
　　様にして下さい。
３．純正のクランクケースブリーザーホースに、キット付属のＬジョイ

　　ントを接続します。
　　この時、純正のホースクリップが取り付けられている事を確認して
　　下さい。
４．接続したＬジョイントに、ブレードホース５０ｍｍを接続し、ホー
　　スクランプを２個通します。
５．ブレードホース５０ｍｍをエアフィルターＣｏｍｐ．のホースユニオ
　　ンに接続します。
６．フィルターの角度やホース類の取り回しを確認し、フィルターとス
　　ロットルボディを固定しているクランプバンドを締め付け、ホース

　　クランプでブレードホースを固定します。
　　注意：フィルターは、しっかりと奥までスロットルボディに差し込
　　　　　んで下さい。
　　　　　特にフィルターパイプを使用されている場合、差し込みが浅
　　　　　いと、フィルターパイプがフィルター内で動いてしまい、異
　　　　　音やアルミ粉が発生する原因となります。

●ノーマルエンジン車両の場合

■参考セッティング

・ノーマルエンジン車両に取り付ける場合は、必ず付属のフィルターパ
　イプを取り付けて下さい。

●Ｓ－Ｓｔａｇｅキット組み込み車両の場合

エンジン仕様 ＦＩコン設定
エアフィルターキット　＋　ノーマルマフラー ＦＩコン不要
エアフィルターキット　＋　当社製　ボンバーマフラー ＦＩコン不要

エンジン仕様 ＦＩコン設定
エアフィルターキット　＋　ノーマルマフラー 9
エアフィルターキット　＋　当社製　ボンバーマフラー Ｆ

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９

お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp


